
 

① 定期健康診断受診率 

 

・期末時点人数        333人  2024年 3月 31日時点 

・対象除外人数         59人   

・健診受診期間後退職人数     0人   

・対象人数           274人 

・受診率           100％ 

 

② 精密検査受診率（定期健康診断後） 

 

・2022年度 22.0％ 

・2023年度 26.0％ 

・2024年度 36.2％ 

 

③ 労働時間（残業時間） 2023年度 

 

2023年度：平均時間 7.4 時間 

2024年度：平均時間 8.0 時間 

 

④ 離職の状況 

 

●2022年度 

・離職者数  常勤 28名 平均勤続年数 7.1年 (定年退職 2名含む) 

 

●2023年度 

・離職者数  常勤 38名 平均勤続年数 5.0年 (定年退職 1名含む) 

 

●2024年度 

・離職者数  常勤 29名 平均勤続年数 7.1年 (定年退職 1名含む) 

      非常勤 42名 平均勤続年数 4.7年 

 

⑤ 喫煙率 

 

・2022年度  8.7％  

・2023年度  9.8%   

・2024年度  9.7％ 

 



⑥ ストレスチェック受検率 

 

・2022年度 回答率 86.0％ 対象者 279人 回答者 240人 

・2023年度 回答率 88.0％ 対象者 276人 回答者 243人 

・2024年度 回答率 89.0％ 対象者 274人 回答者 244人 

 

⑦ 職員満足度調査受検率 

 

・2022年度 回答率 53.2％ 166/312人 意欲度 70.6点 満足度 62.6点 

・2023年度 回答率 62.8％ 189/301人 意欲度 69.0点 満足度 66.3点 

・2024年度 回答率 73.6％ 251/341人 意欲度 66.6点 満足度 68.5点 

 

 

⑧ 休暇取得の状況 

 

・2022年度 有給取得率 40.0％ 

・2023年度 有給取得率 47.9％ 

・2024年度 有給取得率 48.9％ 

 

※計算方法 

・有給取得率 

算定期間中の有給休暇取得日数÷算定期間中の有給休暇付与日数×100％ 

 

⑨ 従業員の肩こり・腰痛症状自覚者 

 

・2023年度  肩こり 24.0％  

腰痛  17.0％ 

・2024年度  肩こり 24.5％  

腰痛  11.7％ 

 

⑩ 飲酒率 

 

・2023年度  4.3％  

（※頻度が時々または毎日かつ飲酒日の 1日あたりの飲酒量が清酒換算で２合以上の人の割合） 

・2024年度  6.0％  

（※頻度が時々または毎日かつ飲酒日の 1日あたりの飲酒量が清酒換算で２合以上の人の割合） 

 

⑪ 特定保健指導実施率 



・2023年度 0.0％  

・2024年度 20.0％  

 

⑫ 運動習慣比率（1回 30分以上の軽く汗をかく運動を週 2日以上、1年以上実施している割合） 

 

・2023年度 9.8％ 

・2024年度 9.7％ 

 

⑬ プレゼンティーズム（SPQ） 

 

・2024年度 20.0％ 
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